
 

 

 

 

 

 

 

＜Ⅲ 水抜きボーリング工編＞ 
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1 水抜きボーリング工 の基本事項 

1.1 水抜きボーリング工の構造 

 水抜きボーリング工は地下水排除工（浅層）の一種であり、地すべり発生の誘因とな

る地下水位の上昇を抑えることができる。地すべり対策としての水抜きボーリング工は、

地すべり面が比較的浅い場合の地下水を排除するほか、地すべり土塊の含水比を低下さ

せることを目的とした施設である。 

 水抜きボーリング工の構造については、表Ⅲ-1.1.1 に示す。また、施設の配置につい

ては図Ⅲ-1.1.1 に示す。 

 

表Ⅲ-1.1.1 水抜きボーリング工の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ-1.1.1 水抜きボーリング工の配置のイメージ  

 

構造区分・種別 材質 説明 

水抜きボーリング孔 

鋼製 
比較的浅い地下水や土塊の含水比を低下させる
ため地盤を横ボーリングで削孔し、保孔管を挿
入して、地下水を集めるための施設。ストレー
ナー加工した硬質塩化ビニール管や鋼管（ガス
管）が、広く用いられている。 

合成樹脂 

付
帯
施
設 

導水パイプ 

鋼製 水抜きボーリング孔で集めた地下水を流末水路
へ導くもので、主に硬質塩化ビニール管が用い
られている。 合成樹脂 

孔口保護工 

鋼製 
水抜きボーリング孔からの排水による孔口部の
崩壊を防ぐ目的で設置する擁壁。コンクリート
擁壁・ブロック積擁壁やフトン篭が用いられる。合成樹脂 

集水升 

コンクリート 
水抜きボーリング孔からの排水を集めて排水路
へつなぐコンクリート製の升、排水路の屈曲部
へも設けられる。 鋼製 

流末施設 
コンクリート 集水升に集めた地下水を地すべりブロックの

外へ排出処理する水路や管路、既製品を用い
たものが多い。 鋼製 

流末施設

水抜きボーリング 

付帯施設 

地すベり斜面 

 付帯施設  

   

保孔管

水抜きボーリング孔（内部）

流末処理     
 ・排水路    

・排水管 等  

集水升

水抜きボーリング孔
（孔口）

孔口保護工       
 ・コンクリート壁   
 ・蛇篭        
 ・フトン篭      
 ・石済み 等     

識別番号 

導水パイプ     

水抜きボーリング孔 
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1.2 水抜きボーリング工の機能低下とその要因 

機能診断の視点から、各工種の機能低下と地すべりへの影響を整理する。 

 

表Ⅲ-1.2.1 水抜きボーリング工の機能低下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ-1.2.1 想定される原因・機能低下・地すべりへの影響の例（水抜きボーリング工） 

  

工種 2）水抜きボーリング工 

地すべり防止対策工
としての効果・機能

すべり面にかかる間隙水圧の低減 (※浅い地下水の地すべり地外への速や
かな排除） 

施設の機能低下の 
種類 

・集水能力の低下 
・流下能力の低下 
・排出能力の低下 

施 設 の
機 能 低
下 を 示
す現象 

項目 

破損・欠損、腐
食・劣化、変位・
変形 

孔口の閉塞、孔
内 部 の 目 詰 ま
り 

流末・付帯施設等の
変位・変形、閉塞・
埋没 

施設周辺に地
盤の湿潤や湧
水が発生 

内容 

地すべり活動に
よる破損、部材
の 劣 化 や 腐 食
( 錆 ) 等 で の 変
形。 

孔 内 部 の 目 詰
ま り や 孔 口 の
閉 塞 に よ り 集
水・流下能力が
低下 

漏水による小崩壊
や洗掘の発生によ
る施設の倒壊や落
下。小崩壊の発生や
落葉などによる土
砂等の堆積による
流下断面の減少。 

孔の目詰まり
や腐食・損傷
等 に よ り 集
水・流下能力
が低下し、地
下 水 位 が 上
昇。 

施設の機能低下時
に想定される状態 

地下水を十分に
集水・流下・排
出できない。集
水 し た 水 の 漏
出・再浸透が生
じる。 

地 下 水 を 十 分
に集水・流下で
きない。集水し
た水の漏出・再
浸透が生じる。

集 水 し た 水 の 漏
出・再浸透が生じ
る。 

地下水を十分
に 集 水 ・ 流
下・排出でき
ない。 

地すべりに与える

影響 

孔内の閉塞や漏水による、排水不良、または、集・排水した水の漏出や溢
水などは、地下水位を上昇させる要因となり、地すべりの安定性の低下に
つながる。 

地下水位の上昇

付帯施設の
破損

水抜きボーリング孔内
閉塞、背後漏水 

 

新たな湧水

間隙水圧の上昇

地下水上昇に
よる地すベり
再活動 

施設周辺の崩壊
による埋没 

新たな湧水

周辺地盤の崩壊
や押出し孔口の
閉 塞 で 背 後 漏

水抜きボーリング孔内
閉塞による地下水上昇 

   

亀裂や背面からの漏水 

衝突などによる損傷孔口保護工 

水抜きボーリング孔 
付着物による孔
口閉塞は、地下
水の上昇や背後
斜面の崩壊    

基礎部洗掘に
よる転倒 
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2 機能診断方法 

2.1 日常管理  

2.1.1 基本事項 

日常管理(巡視)は、施設周辺の目視点検により、施設の異常、老朽化、明らかな危険

状態の把握を行う(Ⅰ-33 ページ参照)。 

 水抜きボーリング工付近には、水路工が併設されている場合が多く、水路工に沿って

植生が発達している場合、視界が悪くなり、水路工や集水升工、落差工等へ足を踏み外

して落下する可能性があるため、点検時には注意すること。 

 点検に当たって、可能な範囲で全ての項目を確認することが望ましいが、植生等によ

って施設を目視点検するための十分な視界を確保できない場合等も想定される。そこで、

日常管理における点検に当たっては主要な機能の大幅な低下につながる可能性の高い項

目を優先する。表Ⅲ-2.1.1 に、水抜きボーリング工についての現場での点検ポイントと

優先的に点検するべき項目を示す。 

 

表Ⅲ-2.1.1 現場での点検ポイントと優先的に点検するべき項目 

対象施設 
主な機能 優先的に点検すべき項目 

工種 部位 

水抜き

ボーリ

ング工 

水抜きボーリ

ング孔 

地下水を集め排水 孔口の閉塞 

流末施設 地すべり地内の水を地外に排水 地すべり地外の地表水路への接続部の破損・

閉塞 

集水升工 集めた水を地表・下方に誘導 破損・土砂堆積 

周辺の状況 (乾燥・安定化が期待) 湧水・湿地の有無 

【現場での点検ポイント】 

・孔口部分で ①水抜きボーリング孔の孔口から水が出ていること 

・見える範囲の水路周辺に ①あふれた跡 ②水たまり             がないか確認 
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2.1.2 日常管理の点検項目 

 点検項目を解説する。なお、ここでの「点検」とは簡単な目視で判別できる程度の異

常の有無を確認することとし、点検するべき「部位」としての「周辺状況」とは目安と

して施設から見渡すことができる範囲(10～20m 程度)の状況のこととする。 

 

表Ⅲ-2.1.2 異常の有無を確認する項目(水抜きボーリング工) 

部位 項目 説明 

①集水管 

（吐口部） 

1 損傷(割れ、接続不良等) 吐き口から水が出ていない 

2 
吐口部の閉塞（スケール・スライム等

の明らかな付着） 
吐き口が詰まっている 

3 閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積等） 吐き口が集水升工内等で埋まる 

②孔口保護工 

1 損壊 倒壊･ブロック等の脱落･中詰材の流出等 

2 変形・損傷 開口したひび割れ、傾き、部分欠損等 

3 湧水 壁面から地下水が流れている 

③集水升工 

1 変形・破損 目地切れ、ひび割れ 

2 閉塞・埋没 土砂や落ち葉などで升等が埋まる 

④導水パイプ・流

末施設 

1 損傷 割れる、折れる、抜ける 

2 閉塞・埋没 詰まっている、埋まっている 

3 漏水・溢水 流末施設に集められた水が溢れる、漏れる 

⑤安全施設 

（立入防護柵等） 

1 変形・損傷 柵等が曲がったり、折れたりしている 

2 腐食（錆、表面劣化等） 柵等が錆てボロボロになっている 

⑥周辺の状況 
1 地表の変状 

斜面の小崩壊や侵食(降雨や漏水で地表が削られ

る)が発生する。（沈下・隆起・洗掘・流出・崩

落・押し出し・吸出し・亀裂等）が発生する 

2 湿地の形成 水路等から漏れて水たまりや湧水等が発生する 

 

2.1.3 日常管理の点検様式と記入例 

本手引きで提案する点検様式と記入例を表Ⅲ-2.1.3 と表Ⅲ-2.1.4 に示す。 

なお、施設管理者以外の点検者(巡視員)は、点検結果欄までを記入することとし、評

価欄については点検結果の報告を受けた施設管理者が記入する(Ⅰ-49 ページ参照) 
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表Ⅲ-2.1.3 日常管理調査票様式（1/2）使用例その 1 

様式 2(1)型白 日常管理調査票(1/2) 地すぺり紡止施設機能診断調査

<水妓きボーリングエ>

|点検年月日|回，. / ・/ 目 |天候| ー |点検者 | I(調査薫香骨 )

諸区域名| ブロック名| 小ブロック① |施工年度|

元該当施設(施設番号~ø 水扱きボーリングエ ( 2号緊急 |本数I4 本

対象項目(ロにレをチヱツク) 異常が見られる項目(ロにレをチェック) 結果(口にvをチヱツク)
①集水管(吐口部) 口 1.損傷(書IJれ、緩続不良等) 口異常なし

※集水管の有無を確認 o 2.吐口部の閉塞(スライム等の明らかな付清) ヨ 異常あり

回 有 ( 4 本) ロ 3.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) ( 1 本)
ーーー・・・・・・・ーー・・・ーーー・・ーー....・・ーー・・・・ー・・・・・ー・.......".

本 口無(見当たらなし、) {級車】以下に踊坐すればチェック

体 <材質・種類> 口組隼等で見えに〈い

回 樹脂製(塩ピ管等)

ロ銅製(ガス管等)

ロその他(

②干し口保護エ ロ 1挽寝(倒媛・ブロック等の脱落・中詰材の流出等) B 異常なし

※子Lロ保護工の有無を確認 口 2.変形・損傷(開口したひび割れ、傾き、部分欠損等) ロ異常あり
-ーー・.....，...・・・ー・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・"...ーー・・・ー‘

回 有ロ無(見当たらない) ロ 3.).真水 {j末現】以下に踊2聾すればテョwク

口植生等で見えにくい

③集71<升 ロ 1変形・損傷{目地切れ、ひび割れ等) 2異常なし

※集水升の有無を確認 口 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) 口異常あり
4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・h

イ寸 図 有ロ無(見当たらない)
{j夫君】臥下に脂皇毒すれば予三ツク

手特 口組生等で見えにくい

施 ④導水パイプ・流家施設 ロ 1損傷(膏IJれ、健続不良等) 沼 異常なし
設 ※導水パイプ・涜末飽設の有無を 口 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) 口異常あり・・・・・・・・・ー・・・................・・...................写
確認 ロ 3漏水・溢水 I状現】以下に帥渇すればテzツク

国 有口無(見当たらない) 口相生等で見えにくい

⑤安全施設(立入防止柵等) ロ 1変形・損傷 ロ異常なし

※安全施設の有無を確認 口 2.腐食(錆、表面劣化等) 口異常あり
・・・・4・・・4・・...............，‘・・・・....・・.......ー・‘・・..

ロ有 回 無(見当たらない) {j表現】以下1:陣自請すればテ"''lク

ロヰ直生等で見えにくい

ロ 1地表の変状 包 異常なし

⑥周辺状況
(沈下隆起洗掘・涜出・崩落押出し・吸出し・亀裂等) ロ異常あり

-・ー・・4・・・・・・・・・・..・4・・・・・・・・・・・・・・・・ー・....，，，....，，....
口 2湿地の形成(水たまり、湧水等) {jえ耳】以下に面目歯すれば予ヱツタ

ロ植生等で見えにくい

| 点検結果 |口異常なし 図 異常あり ....1:.ieで一つでるf穿殺あグ'Jiがあ;ft/if.f.苦綬結実.:tf実殺あゲ'.Jeすを51
各項目および周辺状況で気づいた点があれば記入して下さい(自由託入)

.4本中4本は水が出ていた
-出口孔に鉄バクテリアの滑殖

続絡構造 水彼きボーリング工は、隠きょ工等で排除できないある程度深い地下水の排

(形状や材質には篠々な種類があります) 除や、すべり面に働く過剰な間隙水圧の低減を目的としています。

‘S臨習量

，f ，ムム二即日川柳掛
ユ -(1拠.，
t軍，，"，.jj-

..，民パイプ

亨1口保Il:t
・コンクリート!1!
.匂竃

・ヲトン・
ー省鎗，帳簿

評価 |ロ 1追加調査が必要 因2補修が必要 口3点検を継続
{鎗股管理者配入}
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表Ⅲ-2.1.4 日常管理調査票様式（2/2）使用例その 2 

－ 

－ － 

日常管理調査票(212)

・/ 23 I天候| 晴れ |点検者 |

対象施設位置

緯度 一 。ー

経度 一 。ー ，一一 "

施設の状況

地すべり防止施設機能惨断調査

TI悶査裏番号

施設の状況(近景)
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2.2 概査 

2.2.1 基本事項 

概査は、日常管理で異常が指摘された箇所について、近接目視を主とした点検を行い、

施設状態の把握、異常が発生した要因の推定、補修・更新または詳細調査等の対応方針

を決めるために実施する。概査は、特に以下の事項を重視して実施する。 

 

(1) 概査の準備 

概査の準備として次のことを行う。①日常管理時の点検結果等の既存資料の確認・転

記、②対象施設の選定・点検ルートの設定、③点検時期の設定、④関係者への連絡・必

要装備・資材の確認などを行う(Ⅰ-51 ページを参照)。 

 

(2) 安全管理 

水抜きボーリング工は、排水施設として水路工等が併設されている場合が多く、施設

に沿って植生が繁茂している場合、水路工や集水升工、落差工等に足を取られて転倒し

ないように注意する。 

 

(3) 概査における着目点と留意事項 

 水抜きボーリング工を対象とした概査における着目点と留意点について以下の通り示

す。 

 

1）孔口の部材劣化、破損状況 

 水抜きボーリング孔の保孔管には、硬質塩化ビニール管あるいは鋼管（ガス管）が用

いられている。これらの部材の劣化、破損状況を目視で確認する。鋼管の劣化（腐食）

の程度は、目視あるいはハンマーを用いた打音から判断する。 

写真撮影に当たっては、孔口の外見を撮影するとともに、孔口内部の状況がわかるよ

うに近接して孔内を撮影する。 

 水抜きボーリング孔に導水パイプが接続されている場合は、それを外して水抜きボー

リング孔本体を確認する。 

 

2）排水量調査 

 水抜きボーリング孔からの排水量を、ストップウオッチ等を用いて計量カップやメス

シリンダーで 1 孔ずつ計測する。排水量が非常に少ない場合には、排水状況を「滴水」、

「濡れ」、「乾燥」等で記載する。排水が保孔管の先端ばかりではなく、保孔管と削孔壁

の間あるいは孔口付近の地盤から湧出している場合には、この排水も合わせて計測を行

い、その状況を点検票に記載することが望ましい。 



Ⅲ-9 

 

 

3）孔口の閉塞、孔内部の目詰まり調査 

 水抜きボーリング孔口の閉塞状況は、目詰まり物質の種別と閉塞割合（付着度）につ

いて、1 孔毎に記録する。 

 目詰まり物質の種別は、１．細菌類(鉄酸化細菌等によるスケール・スライム等)、2.

植物(コケ・根等)・藻類、3.その他（土砂、石灰沈着等）に区分できる。目詰まり物質

の事例を図Ⅲ-2.2.1 に示す。 

 目詰まりが孔内部まで及んでいる場合や、孔が途中で座屈や破断等の破損を生じてい

る場合がある。このような孔内部の目詰まり状況を推定するために、検尺棒、測量用ポ

ール、鉄筋棒等を孔口から挿入し、挿入の可否や挿入時の抵抗の程度を調べる。 

 水抜きボーリング孔に導水パイプが接続されている場合は、導水パイプの孔口での目

詰まり状況を観察するとともに、導水パイプを外して水抜きボーリング孔本体の孔口及

び内部の状況を確認する。 

 

1.細菌類 

(鉄酸化細菌等による

スケール・スライム

等) 

 

 

 

2. 植物・藻類  

 

 

3. その他  

 

図Ⅲ-2.2.1 水抜きボーリング孔の目詰まり物質の種別 

  

植物(コケ、根等) 藻類(緑色、繊維状・のり状) 

土砂 (砂、シルト、粘土)

細菌(褐色、ゼリー状、乾燥すると硬質化)
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4）付帯施設 

 導水パイプ、孔口保護工、集水升等の付帯施設について、設置の有無、部材の劣化・

破損状況等について記載を行う。導水パイプについては、目詰まり状況を確認するとと

もに、脱落の有無等についても確認する。集水升については、土砂や植物等の堆積状況

についても確認する。 

 

5）流末施設 

 水抜きボーリング孔からの排水が適切に処理されているかについて、流末処理状況を

確認する。調査の方法は、承水路工の概査手法に準じて実施するが、流末施設（排水路、

排水管等）の有無を把握するとともに、流末施設の部材劣化・破損状況、土砂等による

閉塞状況、洗掘、垂れ流しの有無等について点検を行う。 

 

6）施設周辺の地盤等 

 施設の基礎地盤の沈下、施設周辺斜面における崩落、押し出し、湧水・湿潤の有無に

ついて確認する。特に、地すべり変状が認められる場合には、その新旧について確認が

必要である。また、近傍における既設調査ボーリング孔の残存状況を確認し、地下水位

観測が可能な場合は、手測りの触針式水位計等を用いて計測する。 
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2.2.2 概査の点検項目と変状レベルの判定 

(1) 概査の点検項目 

 概査の点検項目は以下の通りである。 

 

1）現地確認事項 

 水抜きボーリング工についてに表Ⅲ-2.2.1 に示す確認事項を調べ、施設の全体的な状

況(路線全体を一体としてみた状況)を確認する。その時、問題があると判断した場合は、

様式中にて報告すること。水抜きボーリング工は、集めた地下水、地表水を地すべり地

外まで排出することで機能を果たすことに注意する。 

 

表Ⅲ-2.2.1 現地確認事項 

 

  

確認事項の各項目については、以下の手順により記録する。 

①集水状況：集水状況について孔口全体の様子を選択する。流水がある場合は、可能で

あれば、最大の流水を生じている水抜きボーリング孔からのおよその流量を記録する。 

②流末状況：施設の流末位置を現地で確認し、必要に応じて流末状況等へのコメントを

する。 

③水質状況：水抜きボーリング孔から流れる水質について、コメントがあれば記録する。

ｐH 測定等の水質調査は基本的に概査では実施しないものとするが、過去の点検結果や

地域特性および孔口閉塞状況等に特筆するべき情報があれば、その旨を記述し、詳細調

査においてｐH 測定等を行うことを提案する。 

④観測施設：施設に付随して観測施設等があれば、記録する。 

 

  

集水状況 流量等 □ 乾燥 □ 濡れ □ 滴水 □ 流水あり ： 流量(最大) l/分

流末状況 流末位置 流水あり ： 流量(最大) l/分

水質状況 計測値等

観測施設 計測器名
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2）概査における点検項目(部位の変状レベル) 

 部位ごとに表Ⅲ-2.2.2 に示す項目に関して近接目視点検を実施し、当てはまる状況を

選択(複数可)し、写真やコメントを記録する。各項目の最も悪い状況についてレベルを

判定する。 

 

表Ⅲ-2.2.2 概査における点検項目(水抜きボーリング工) 

工種・部位 項目 
  状況 （異常な状況がない場合は 0 とする, 

        複合的な状況その他の場合は 9 とする） 

本
体 

水抜きボーリング 

※別紙にて、個々の孔

ごとに評価 

破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.抜け･4.折れ曲がり 

腐食 1.発錆 

閉塞（孔口状況） 1.細菌類・2.植物・藻類･3.その他 

目詰まり（孔内部） 1. 細菌類・2.植物・藻類･3.その他 

付
帯
施
設 

導水パイプ 
破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.抜け･4.折れ曲がり 

閉塞（孔口状況） 1.土砂付着・2.植物侵入･3.その他 

孔口保護工 

破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.目地切れ･4.摩耗・5.その他 

変位・変形 1.ずれ･2.傾倒･3.沈下 

腐食 1.発錆 

集水升 

破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.摩耗 

変位・変形 1.ずれ(目地切れ等) ･2 傾倒 ・3.沈下 

腐食 1.発錆 

閉塞・埋没 1.土砂堆積･2.落葉等堆積･3 植物侵入･4.その他 

流末施設 

破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.抜け･4.折れ曲がり・5.摩耗 

変位・変形 1.屈曲･2.ずれ(目地切れ等)･3.逆勾配 

閉塞・埋没 1.土砂堆積･2.落葉等堆積･3.植物侵入･4.その他 

※複数の水抜きボーリング孔で一つの部位として成立しているため、別紙にて個々の孔

ごとに点検・記録した上で、部位としての各項目の変状レベルの評価をする。 
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孔口の閉塞は、個々の孔口の断面が閉塞物(土砂やスライム・スケール等)で埋められ

ている割合(閉塞割合)を目視によって判断し、「閉塞（孔口状況）」の項目において評価す

る。閉塞割合の判断および評価方法は、図Ⅲ-2.2.2 による。 

 

 

図Ⅲ-2.2.2 孔口の付着度の決定方法および孔口の閉塞の評価の判定基準 

 

 

目詰まりは、孔内部が詰まっている状況を指すものとする。個々の孔の目詰まりの度

合いは、検尺棒の挿入によって判断し、「目詰まり（孔内部）」の項目において評価する。

評価方法は、図Ⅲ-2.2.3 による。 

 

 

図Ⅲ-2.2.3 目詰まり状況の評価の判定基準 

 

  




